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１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

２ 実践発表
広陵町立広陵西小学校 東田 兼一 先生

３ まとめ

本日の内容



育成すべき資質・能力の３つの柱



育成すべき資質・能力の３つの柱



言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し
適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１）日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うこと
ができるようにする。

（２）日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や
想像力を養う。

（３）言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを
自覚し、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語科の目標

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

小学校学習指導要領（平成２９年告示）



育成すべき資質・能力の３つの柱

「知識及び技能」の内容
（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
（２）情報の扱い方に関する事項
（３）我が国の言語文化に関する事項

「思考力、判断力、表現力等」の内容
Ａ 話すこと・聞くこと
Ｂ 書くこと
Ｃ 読むこと

小学校国語科で育成を目指す資質・能力



小学校国語科で育成を目指す資質・能力

〔知識及び技能〕の内容

（２）情報の扱い方に関する事項

○情報と情報との関係

○情報の整理

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項

○言葉の働き

○話し言葉と書き言葉

○漢字

○語彙

○文や文章

○言葉遣い

○表現の技法

○音読、朗読

（３）我が国の言語文化に関する事項

○伝統的な言語文化

○言葉の由来や変化

○書写

○読書



小学校国語科で育成を目指す資質・能力

学習過程の明確化、「考えの形成」の重視

○



「知識及び技能」の内容
（１）言葉の特徴や使い方に関する事項
（２）情報の扱い方に関する事項
（３）我が国の言語文化に関する事項

「思考力、判断力、表現力等」の内容
Ａ 話すこと・聞くこと
Ｂ 書くこと
Ｃ 読こと

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

主体的な学び

対話的な学び

深い学び

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善



①

② ③

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

◆ 三つの視点



まとめ

主体的な学び
・単元計画表で児童に見通しをもたせたこと
・めあてと振り返りをもとに自身の学びの変容を自覚させたこと

対話的な学び
・書き上げた要旨の交流場面を設定したこと

深い学び
・筆者の考えや論の進め方について、自分の考えをもつ時間を
設定したこと

まとめ



「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

まとめ


